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＜抄 録＞ 

物語の要約能力テストとして，ストーリー・マンガを全体の5％～20％程度のコマを選ぶことで要

約させ，その結果が「全員の回答の選択率が高い順に近いほど要約能力が高い」と判定する方法を提

案する。筆者らは過去の実験から，多数の人にマンガを要約させ，選択率ｎ％以上のコマをマンガの

コマ順に並べると，ｎをいくつに設定しても良い要約になることを発見した。つまり，マンガの要約

において集合知は非常によく機能した。そこで「上位ｎコマを正確に選べるほど要約能力が高い」と

いう基準をつくり，人の要約能力を100点満点で採点する方法と，実験の結果，それがうまく機能し

たことを説明する。 
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１．はじめに 
国語学者の齋藤孝は，文脈力は知性の本質であると主張

した（齋藤 2004）。文脈力とは，長い話の文脈を正しく

把握する能力のことである。すなわち文章を読み文脈を捉

えることであり，短い文章にまとめることまでは含まない

が，要約能力の一部を構成していると筆者らは考える。筆

者らは知性を測定する方法について興味があり，本研究で

は，文章要約能力を測定するテストの開発に向けた第一段

階として，ストーリー・マンガを用いる要約能力測定テス

トを提案する。マンガはコマに分離されながら，一つ一つ

のコマの持つ意味は一文一文の文章に比べてあいまいであ

り，コマどうしをつなぎ合わせることでストーリーを構成

しやすい。すなわち，マンガなら要約する側が扱いやすく，

文章に比べて客観的に測定できると筆者らは考えた。 
文章要約能力を測定する方法として，受験者に長い文

章を与えたのち，次の２つの方法がよく行われる。 
（１）文章の趣旨として最も適切なものを複数の選択肢

のうちから選ばせる方法 
（２）要約した短い文章に書き換えさせる方法 

（１）の問題は，出題者に適切な選択肢を作る労力が

かかることである。また受験者は既存の選択肢から選ぶ

だけであるため，受験者の要約能力を精度よく測定する

には，多数の問題が必要になる。 
（２）の問題は，受験者の回答を客観的に採点するこ

とが難しいことである。入試など正確さが必要な場合に

は，通常は複数の採点者で採点し平均するが，採点に労

力がかかる。また，ある答案が85点だったとして，それ

は86点の答案とどこが違うのか，100点にするにはどう

すれば良いのか，明確に示すことも難しい。 
先行研究として，たとえば国語の記述答案を，模範解

答との類似度で自動評価する手法も提案されているが（鈴

木・佐藤 2019），要約テストに関しては，人間による評

価の間に「有意な相関は得られなかった」と結論してい

る。また石岡らは，短答式記述試験の自動採点および人

間による採点を支援する実用可能なシステムを試作した

（石岡ら 2016）。しかしこの研究では，設問ごとに作題

者が用意した採点基準が必要となる。また自動採点の結

果に，人間の確認・修正が必要となる。 
また（１）（２）に共通する問題として，長い文章を読

んだり，それを短い文章に書き直したりすることは，受

験者にとって苦痛であることが挙げられる。これは，こ

とにテストを社会人に行うとき問題となる。成績評価が

ないと，受験者は苦痛なテストに，熱心に取り組まなく

なる。その結果，ある受験生の要約テストの成績が悪い
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とき，原因が要約能力不足なのか，熱意不足のせいなの

か，わからなくなってしまう。 
 

２．マンガによる要約テストのメリット 
本研究では，受験者にストーリー・マンガを与え，総

コマ数の５％～20％程度のコマを選ぶことで要約するテ

スト法を提案する。メリットは次の３点である。 
（１）マンガはもともとコマに分割されているので，要

約という作業が自然にコマ選択となること 
（２）マンガはもともと読みやすく，さらにコマを選択

するだけなので，文章の要約より作業が苦痛でない

こと 
（３）要約の結果が，各コマを 選ぶ/選ばない の２択に

なるため，マンガが全ｎコマのマンガであれば，解

空間は２ｎに抑えることができ，人工知能的な手法に

よって適切な要約を探索することもできるようにな

ること 
 

３．実 験 
（１）実験の手順 

実験には，原作：花形怜・作画： 才谷ウメタロウ「本

日のバーガー １」 芳文社 の第２話「あの日の味」の

最初の108コマ，全23 ページのマンガ冊子を用いた。全

体の良い要約となるように，５％～20％程度のコマを選

択させるテストを女子大学生119人に行った（竹内ら 
2016）。実験概要とスケジュールを表１に示す。 

実験参加者には15分以内に，全108コマのうちそのコ

マだけを読めば良い要約になるように，５コマ以上，20
コマ以下で印をつけるよう求めた。その後，印を付けた

コマ番号をコマ選択用紙に転記し提出いただいた。 その

マンガを読んでいたかを別紙内の質問文で尋ねたが，事

前に読んでいた人はいなかった。119名のうち，有効回

答（コマ選択用紙に記入した者）は117名だった。 
 

表１ 実験の概要とスケジュール 
実験概要 

実験参加者 首都圏の女子大学生 119人 
実施時期 2016年7月上旬  

実験スケジュール 
 1分 実験の説明 
 4分 事前アンケートの配布と記入 
所要時間計25分 2分 マンガ冊子の配布 
 15分 マンガの要約 
 3分 選択コマ番号を別紙に記入 

 

（２）実験結果 

実験後に，各コマを117人が選択した率の高い順にソ

ートし，上位ｋコマをマンガ内の時系列順に並べかえる

と，ｋをいくつに設定しても，おおむね元のマンガの良

い要約になった。本研究では，「良い要約」を，実験で使

用した108コマ全てを読みストーリーを理解した筆者ら

および複数の大学教員が108コマのストーリーの要約と

してもとのストーリーを理解できると判断した要約を「良

い要約」と見なした。 

全108コマのうち，選択率が50%以上だったコマを，マ

ンガ内のコマ順に並べたものを図１～図２に示す。図中の

左側の３つの縦棒は左から80％以上の人が選択，60％以上

の人が選択，50％以上の人が選択したコマに白丸を付した。

図１～図２のマンガを，選択率80%以上の４コマだけ読んで

も，選択率60%以上の７コマだけ読んでも，選択率50%以上

の15コマだけ読んでも，元の話の良い要約になっている。 
物語の概要は「ハンバーガー屋店長である神宮寺が，元

上司からの『学生時代に留学先のレストランで食べた，お

いしかったハンバーガーが妻との結婚のきっかけだったの

で，結婚記念日に再現してくれ。だがバーガーが牛肉であ

ったこと，赤身や脂身の味だけでなく内臓独特の旨味もあ

ったこと，おいしく食べられたのに自分はレバーを苦手と

している，ということしかわからない』という依頼に応え

る」というものである。 
選択率80%以上の４コマだけを読んでも，依頼者の非常

に少ない情報から，正解は「ロッシーニ・バーガー」だと

神宮寺が見抜き，依頼者が満足したことがわかる。 
選択率60%以上の７コマを読むと，依頼者の動機や，依

頼者やその妻が結果にはっきり満足したことがわかる。選

択率50%以上の15コマを読むと，依頼者の動機の詳細や，

依頼者はそのハンバーガーの名前を知るだけではなく再現

を望んでいること，実際に神宮寺がハンバーガーを調理し

再現したこと，どのような具が挟まれていたかがわかるな

ど，コマ数が増えるにつれ，より物語の本質を損なわずに，

詳細が明らかになる。 
つまりマンガの要約に集合知はうまく機能する可能性が

高いことが示唆されたと研究者らは結論した。 
 

（３）実験結果の考察 

117名の個別の回答を読むと，それほど良い要約になって

いない回答もあるのに，集合知にすると非常に良い要約と

なる。選択率ｎ％以上のコマだけを読む，のｎをいくつに

しても正しい要約になることから，我々は「集合知こそが

正しい要約である」という仮説を立てた。つまり「ｎコマ

に要約する」とは，「みんなの選択率が高い上位１位～ｎ位

までを，間違えずに選ぶ」ことと等しいと考えるのである。 
集合知こそが正しい要約であるなら，集合知の結果と

等しければ満点で，離れるほどに減点する，という採点

方法が考えられる。 
 

４．集合知を利用した採点方法の提案 
本研究では受験者の回答を採点する方法して，ｎコマ

のストーリー・マンガをｋコマに要約するときに「マン

ガの各コマを，多数の人が選択した率の高い順にソート

し，上位ｋコマを，マンガ内の時系列順に並べかえた」

ものを満点とし，そこから外れるたびに減点していく，

という採点方法を採用する。 
採点方法の概要をたとえ話で説明した，研究者の過去

の文献から引用する（竹内 2017）。 
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今，No.001～No.100まで100個の骨董品があり，そ
れぞれの価値は各骨董品のNoと同じ，１万円～100万円
であったとする。この中から３個だけ持ち帰って良い場
合，高価な順にNo.100～No.98の３個を選べば，297万
円の利益である。しかしある人が，No.70，No.80，No.90 
を選択した場合，利益は240万円である。そこでその人
の得点は100点満点では 240/297 =80.8点となる。この
たとえ話をマンガ要約時のコマ選択にあてはめる。 

たとえば全100コマのマンガを100人に要約させた
結果，各コマを選んだ人数がコマNoと同じであった
とし，ある人がコマNo.70，No.80，No.90の３コマ
を選択した場合，その人の要約能力は100点満点では
（70+80+90）/（98+99+100）=80.8点となる。 

 
この方式のメリットは，図５で示すように，要約する

人が少数のコマしか選ばなくても，上限いっぱいまで選

んでも，おおむね公平に採点できることである。 
 

５．集合知を利用した採点の結果 
前章で説明した方式で，117名を採点した。表２に，

117人が各コマを選択した人数を得点化（すなわち一人

がそのコマを選択したらそのコマに１点が加算され，各

コマで０点から117点となる）した結果を示す。また表

３に，コマ選択数と満点の対応表を示す。表２と表３が

あれば，「本日のバーガー 第２話 あの日の味」の冒頭

から108コマを用いて，自分の要約能力を100点満点で計

算できる。たとえばある人が要約としてコマ１～コマ７

を選んだ場合，７コマを選ぶ時の満点は表３より668点

なのに，コマ１～コマ７の合計点は表２より79点なので，

その人の要約能力は79/668×100=11.8点である。 
 

表２ コマ番号と得点の対応表 
コマNo 得点 コマNo 得点 コマNo 得点 コマNo 得点 コマNo 得点 コマNo 得点

1 7 19 54 37 63 55 0 73 0 91 20
2 2 20 1 38 0 56 99 74 64 92 48
3 47 21 0 39 16 57 0 75 112 93 29
4 1 22 64 40 0 58 76 76 0 94 1
5 0 23 80 41 10 59 0 77 0 95 18
6 20 24 59 42 0 60 1 78 0 96 15
7 2 25 21 43 5 61 3 79 39 97 7
8 10 26 24 44 9 62 63 80 3 98 1
9 13 27 68 45 16 63 0 81 16 99 4
10 29 28 0 46 0 64 0 82 83 100 16
11 7 29 70 47 0 65 1 83 1 101 2
12 5 30 0 48 3 66 0 84 36 102 34
13 4 31 37 49 5 67 0 85 13 103 17
14 11 32 4 50 0 68 2 86 70 104 1
15 7 33 5 51 1 69 4 87 1 105 31
16 8 34 2 52 0 70 0 88 10 106 4
17 1 35 0 53 97 71 2 89 1 107 3
18 0 36 98 54 2 72 0 90 28 108 99

 

表３ コマ選択数と満点の対応表 
選択数 満点  選択数 満点  選択数 満点  選択数 満点

5 505  9 814  13 1080  17 1319
6 588  10 884  14 1143  18 1367
7 668  11 952  15 1206  19 1414
8 744  12 1016  16 1265  20 1453

 

この採点法で117名を採点した。最高点は95.3点，最

低点は41.0点，平均点は80.1点，標準偏差は9.49点だっ

た。得点の度数分布図を図３，各人の要約コマ数の度数

分布図を図４に示す。 
 

 
図３ 得点の度数分布図 

 

 

図４ 要約コマ数の度数分布図 

 
各人の要約コマ数別の得点平均値を図５に示す。なお

今回の実験では，11コマで要約した人はいなかった。 
 

 
図５ 要約コマ数別の得点平均値 

 
図５より，要約に何コマを選択しても，要約得点は大

きく変わっていないことがわかる。つまり，本研究で提

案するｎコマのストーリー・マンガをｋコマに要約する

ときにマンガの各コマを，多数の人が選択した率の高い

順にソートし，上位ｋコマを，マンガ内の時系列順に並

べかえたものを満点とし，そこから外れるたびに減点す

るという採点方法が妥当である傍証となる。 
また提案手法で採点した結果，最低点と判断されたの

は41.0点の人で，No.31，58，75，85，89，98，102の

全７コマを選択していた。その７コマのセリフを表４に

示す。 
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図１ 選択率が50%以上だったコマ（前半） 
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図２ 選択率が50%以上だったコマ（後半） 
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コマ85，89，98は興味深い雑学が示されるコマではあ

るが，ストーリーの大筋とは関係がない。またコマ102
は，主人公・神宮寺が問題を解決した後に，その有能さ

を補強するエピソードが依頼者から紹介されるコマであ

るため，ストーリーの要約として適切とは言い難い。低

い得点の回答が適切ではない要約となっていることも，

提案手法の妥当性を裏付けると筆者は考える。 
 

６．まとめ 
全108コマのストーリー・マンガを５コマ以上20コマ

以下に要約させる実験を行い，有効回答であった117人

を分析した。その結果，マンガの要約について集合知は

うまく機能した。すなわち，選択するコマ数にかかわら

ず要約の得点平均値が変わらない採点方法として集合知

を用いることの可能性の示唆を実験の分析から得た。そ

こで，集合知の結果にどれくらい近いかで，要約能力を

測定するテストを提案した。 
 
７．本研究の限界と今後の課題 

大学生を対象にした本実験ではストーリー・マンガを

要約する際の集合知の機能を確認できた。しかし，マン

ガの種類や内容，実験対象者の属性による効果も考えら

れる。今後は実験対象者と実験材料のさまざまな組み合

わせによる検討を通して，本研究の提案する採点法の適

応範囲を明確にする必要がある。また「良い要約」は，

作者の意図や実際の読者層による読解等，さまざまに定

義が可能である。 
本研究の最終目標は，文章要約能力を測定するテスト

の開発であり，第一段階として，ストーリー・マンガを

用いる要約能力測定テストの提案を行った。しかし文章

とマンガは表現方法が異なるため，さまざまな変数で検

証し，文章要約テストに近づける必要がある。 
 

【付記】 
「本日のバーガー １」の第２話「あの日の味」を，実

験で使用したこと，および本稿で一部を掲載したことに

ついて，芳文社から許諾を得ている。 
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表４ 最低点と判断された人の選択コマとセリフ 

コマ
番号

コマ内のセリフ

31

あの夜の事は今でも鮮明に覚えてる…/慣れない雰囲気の中で肩身の狭い思い
をしてたんだけど身近なハンバーガーが出てきてホッとしたなあ いたずら好
きなホストファミリーのお父さんらしい演出だったけど それからはすごく会
話も弾んだんだ…

58 結婚記念⽇当⽇−
75 ロッシーニ・バーガーです！

85
きっかけは ニューヨークの4つ星レストランのシェフがカジュアルレストラ
ンを出店し その目玉商品として30ドル近い高級ハンバーガーを出したことで
した 当時1ドルは120円前後でしたから3000円以上ですね/さん…

89
有名なオペラの作曲家ロッシーニは 実は大変な美食家としても知られていて
彼の名がつけられているんですよ

98
エディブル・フラワーって食用花のことですよね？/アメリカではポピュラー
と聞いたことがありますけど想像しただけでも綺麗な一皿ですよね！

102
僕にとってエディブル・フラワーは単に飾りであり食べること"も"できる花に
過ぎなかったのが/神宮司くんはその一歩先を教えてくれたんだ/どうせ食べる
なら少しでも美味い物にってね  
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